
２
０
２
４
年
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出
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数
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想
よ
り
15
年
早
く
、
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り
、
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出
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は
１·

15
と
過

去
最
低
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記
録
し
た
。
こ
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ま
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で
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後
に
18
歳
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４
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減
少
す
る
こ
と
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な
る
。
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た
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は
、
と
う
の
昔
か
ら
予
想
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れ
て
お

り
、全
国
知
事
会
で
は
私
が
会
長
を
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て
い
た
２
０
１
４

年
に
「
少
子
化
非
常
事
態
宣
言
」
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し
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刻
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予
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許
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れ
な
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況
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子

化
対
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数
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た
り
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じ
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が
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政

策
で
こ
の
事
態
が
改
善
さ
れ
る
と
考
え
る
時
代
は
過
ぎ

た
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
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状
況
は
文
部
科
学

省
も
意
識
し
て
お
り
、
中
央
教
育
審
議
会
の
「
２
０
４

０
年
に
向
け
た
高
等
教
育
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
答

申
）」（
２
０
１
８
年
11
月
26
日
）
で
は
事
実
上
、
大
学

の
淘
汰
を
宣
言
し
た
。
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廃
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よ
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高
校
生
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少
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の
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し
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地
方
の
大
学
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状
況
に
あ
る
。
と
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わ
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問
題
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の
は
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大

学
の
一
極
集
中
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

ま
ま
続
け
ば
地
方
大
学
の
半
分
以
上
は
、
経
営
維
持
で

き
な
く
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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時
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教
育
審
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員
と
し
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論
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参
加
し
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た
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状
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踏
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え
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に
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化
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に

あ
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究
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す
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た
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の

大
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別
、
ラ
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け
の
必
要
性
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あ
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が
、

議
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な
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。
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踏
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。
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は
、
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体
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
都
市
と

地
方
、
工
業
地
帯
と
農
村
地
帯
、
環
境
と
開
発
の
調
和

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
各
地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成

は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
高
等
教
育
の
目

的
は
、
国
家
の
先
頭
に
立
ち
、
国
民
を
先
導
す
る
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
地
方
の

大
学
は
、
医
療
・
福
祉
・
安
全
安
心
な
ど
地
域
の
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
育
て
て
き
た
。
こ
う
し
た
存

在
を
軽
視
し
て
、
社
会
は
安
定
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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何
よ
り
も
、
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
学
の

将
来
を
東
京
で
決
め
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
。
こ
う
し

た
地
方
関
係
者
の
思
い
が
「
地
域
の
高
等
教
育
機
関
が

高
等
教
育
と
い
う
役
割
を
越
え
て
、
地
域
社
会
の
核
と

な
り
、
産
業
界
や
地
方
公
共
団
体
等
と
と
も
に
将
来
像

の
議
論
や
具
体
的
な
連
携
・
交
流
等
の
方
策
に
つ
い
て

議
論
す
る
『
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮
称
）』

を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
答
申
に
つ

な
が
っ
た
。

そ
し
て
今
年
、
中
央
教
育
審
議
会
は「
我
が
国
の『
知

の
総
和
』
向
上
の
未
来
像
～
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の
再

構
築
～
（
答
申
）」（
２
０
２
５
年
２
月
21
日
）
を
発
表
。

「
大
学
等
に
お
い
て
も
、
18
歳
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
や

地
域
の
人
材
需
給
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
は
じ
め
学
内
に
お
け
る
組
織
や
定

員
に
関
す
る
検
討
を
十
分
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

そ
の
上
で
「
経
営
・
教
学
面
に
お
い
て
一
定
の
質
が
確

保
で
き
な
い
高
等
教
育
機
関
に
つ
い
て
は
、
学
生
保
護

の
観
点
及
び
高
等
教
育
全
体
へ
の
信
頼
性
確
保
の
観
点

か
ら
、
撤
退
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
仕

組
み
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
」
と
踏
み
込
ん
だ
。

し
か
し
同
時
に「
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
仕

組
み
を
発
展
さ
せ
た
地
域
の
関
係
者
が
議
論
し
、
各
地

域
で
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
協

議
体
（
地
域
構
想
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
［
仮
称
］）

を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
も
う
た
っ
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
「
地
域
の
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等

教
育
機
関
が
産
学
官
金
な
ど
地
域
の
関
係
者
と
協
働
し

て
研
究
・
教
育
の
連
携
を
行
う
『
地
域
研
究
教
育
連
携

推
進
機
構
（
仮
称
）』
の
仕
組
み
を
導
入
し
、
活
用
を
促

す
」
と
し
た
。
地
域
の
高
等
教
育
を
存
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、
地
域
が
主
体
性
と
覚
悟
を
持
っ
て
大
学
教
育
に

入
り
込
ん
で
い
く
姿
勢
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

知
事
を
16
年
務
め
た
後
、
若
者
の
育
成
を
と
京
都
産

業
大
学
の
教
授
に
転
身
し
た
が
、
昨
年
６
月
か
ら
理
事

長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
答
申
の
実
現
に
自

ら
汗
を
か
く
立
場
に
な
っ
た
こ
と
に
感
慨
を
持
っ
て
世

界
遺
産 

上
賀
茂
神
社
の
あ
る
神
山
の
麓
か
ら
考
え
る

日
々
で
あ
る
。

こ
う
や
ま

71



ずいそう Occasional thoughts

何
よ
り
も
、
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
大
学
の

将
来
を
東
京
で
決
め
て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
。
こ
う
し

た
地
方
関
係
者
の
思
い
が
「
地
域
の
高
等
教
育
機
関
が

高
等
教
育
と
い
う
役
割
を
越
え
て
、
地
域
社
会
の
核
と

な
り
、
産
業
界
や
地
方
公
共
団
体
等
と
と
も
に
将
来
像

の
議
論
や
具
体
的
な
連
携
・
交
流
等
の
方
策
に
つ
い
て

議
論
す
る
『
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮
称
）』

を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
答
申
に
つ

な
が
っ
た
。

そ
し
て
今
年
、
中
央
教
育
審
議
会
は「
我
が
国
の『
知

の
総
和
』
向
上
の
未
来
像
～
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の
再

構
築
～
（
答
申
）」（
２
０
２
５
年
２
月
21
日
）
を
発
表
。

「
大
学
等
に
お
い
て
も
、
18
歳
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
や

地
域
の
人
材
需
給
等
も
踏
ま
え
つ
つ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
は
じ
め
学
内
に
お
け
る
組
織
や
定

員
に
関
す
る
検
討
を
十
分
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
し
た
。

そ
の
上
で
「
経
営
・
教
学
面
に
お
い
て
一
定
の
質
が
確

保
で
き
な
い
高
等
教
育
機
関
に
つ
い
て
は
、
学
生
保
護

の
観
点
及
び
高
等
教
育
全
体
へ
の
信
頼
性
確
保
の
観
点

か
ら
、
撤
退
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
仕

組
み
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
」
と
踏
み
込
ん
だ
。

し
か
し
同
時
に「
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
仕

組
み
を
発
展
さ
せ
た
地
域
の
関
係
者
が
議
論
し
、
各
地

域
で
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
協

議
体
（
地
域
構
想
推
進
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
［
仮
称
］）

を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
も
う
た
っ
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
「
地
域
の
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
高
等

教
育
機
関
が
産
学
官
金
な
ど
地
域
の
関
係
者
と
協
働
し

て
研
究
・
教
育
の
連
携
を
行
う
『
地
域
研
究
教
育
連
携

推
進
機
構
（
仮
称
）』
の
仕
組
み
を
導
入
し
、
活
用
を
促

す
」
と
し
た
。
地
域
の
高
等
教
育
を
存
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、
地
域
が
主
体
性
と
覚
悟
を
持
っ
て
大
学
教
育
に

入
り
込
ん
で
い
く
姿
勢
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。

知
事
を
16
年
務
め
た
後
、
若
者
の
育
成
を
と
京
都
産

業
大
学
の
教
授
に
転
身
し
た
が
、
昨
年
６
月
か
ら
理
事

長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
答
申
の
実
現
に
自

ら
汗
を
か
く
立
場
に
な
っ
た
こ
と
に
感
慨
を
持
っ
て
世

界
遺
産 

上
賀
茂
神
社
の
あ
る
神
山
の
麓
か
ら
考
え
る

日
々
で
あ
る
。

こ
う
や
ま

71


